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研究成果の概要（和文）： 
 
E-ラーニングは現代教育の新しい方法である。しかし、マルチメディアの使用だけは学習者

に著しい学習効果をもたらした要因ではない。この研究の目標は国際間語学協働講義の有効性
を示すことである。ターゲット言語を使用して、工夫された教室活動のリアルタイム参加する
ことによって、学習者はさらに交流的かつ実践的な言語学習を経験できることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 

E-learning is emerging as the new paradigm of modern education. Although the 

multimedia nature of e-Learning is not the significant factor that influences learning. The 

aim of this research is to discuss how International Language Coeducation System 

Construction can be used effectively in classroom, and how it can support learners to 

experience as more communicative and practicing language learning by participating 

designed classroom activities in target language in realtime. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、インターネットを活用し、海外

の大学と連携した新しい語学教育の方法を

探ることを目的としている。多くの国でネッ

トワーク環境が充実し、音声・画像の交換、

遠隔地との直接対話に充分な帯域が確保で
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きる現在、複数の国の大学をネットワークで

リアルタイムで結んで実施する語学教育が

可能であるとの認識のもとに、従来の単純な

教授法にとらわれない、学生が自主的に参加

する効果的な授業の形態について探る。 

２．研究の目的 

 具体的には下記のテーマになる。 

 

・ 国際間の語学共学システムの構築に関す

る研究 

 

その内容は主に以下の 2点について行われる。 

(1)インターネットを利用した国際間の語学

協働授業シラバスデザインに関する研究 

 
３．研究の方法 

(1) 語学遠隔協働授業方法の持続的な実施

法 

本研究では濃密なインタラクションを継続

的に図るため、両大学で共通のカリキュラ

ムを設けて共同の講義を実現する。具体的

事例としては、時差の少なく、多数の日本

語学習者が在籍する台湾の大学と連携して

「日本語・中国語語学協働授業」を開講し、

同一日時に同一のカリキュラムで講義を実

施して、日本語と中国語を運用する。この

授業の特徴は、学生が相互に学びあう点に

ある。インターネットテレビ会議システム

とインターネット電話（Skype）を用い、グ

ループ発表や、１対１の対話を実施する。

グループ発表では学生が興味のあるテーマ

を話し合いで選定し、互いに相手のネイテ

ィブ言語で発表・質疑応答を行う。１対１

の対話では、相手のネイティブの言語を使

ってアンケート調査を行って回答を収集し、

それを集計した結果に基づきレポートを作

成して次の授業で発表する。あらゆる段階

で、学生同士で相互にネイティブチェック

し、相互に教えあい学びあう関係を構築す

る。平成 22 年度は共通カリキュラムおよび

進行方法を策定する。 

また、ミーティングや 1対 1の対話の過程

を記録して復習する作業を効率的に支援

する e-Learning 環境を構築し、従来にな

い語学教育を実現すると共に持続可能な

授業として実践する。 

 

(2)語学遠隔協働授業のインタラクション

及び授業評価方針の考案 

本研究で行う「日本語・中国語語学協働授

業」では学生を主体とし、コミュニカティ

ブ・アプローチでシラバス及び授業内容を

デザインする。同年代のネイティブスピー

カである学生を相手にコミュニケーショ

ンをとる機会を設けて、語学力を活用し磨

き上げると共に、文化、風俗、習慣、考え

方などを互いに学習する。 

 
４．研究成果 
（１）日中遠隔協働授業について 
情報通信技術の発達により、地域や国を跨い
だ複数の国を結んだ遠隔教育を容易に実施
できる環境が整ったが実現可能となってき
た。殊に特に言語教育の場合においては、言
語学習者が学習する言語の当該言語のネイ
ティブ話者と直接コミュニケーションをと
ってふれあい、言語学習活動を行うことが可
能となった。この状況を背景に、われわれ
我々は、台湾在住の日本語学習者と日本在住
の中国語学習者（ともに中級以上のレベル）
による日中協働語学講義を開催した。本講義
の特徴は、コミュニケーションツールとして
インターネットネットワークを利用し、教員
講師が一方的に教授するのでなく、コミュニ
ケーションツールとしてインターネットネ
ットワークを利用し、学習者がネイティブ話
者との実際の言語活動を実践に参加する作
業を通してことによって、互いの学習言語を
学習することにある。本講義の形式の効果を
評価するにあたり、われわれ我々は、学習者
の活動を観察し、アンケート調査及びインタ
ビューを行った。その結果、活動内容によっ
て異なったインタラクションのパターンが
観察され、さまざまな学習効果を得た。 

 講義には、3 回のテレビ会議システムと 3

回のテレビ電話(WEB カメラ搭載 PCと Skype)

を用いた授業を含む、さまざまな活動が行わ

れた。ここでいうテレビ電話とは、PC にヘッ

ドセットと Webカメラを装備することで実現

するもので、テレビ会議システムに比べて画

(2)上記インタラクションの観点における授
業調査及び本授業方式の評価法に関する研究 

一方で、語学力（語彙、文法、聴解など）
の正確について、適切な評価方針や基準の
策定が必要とされる。また、インターネッ
トによって繋がれた双方の講師と全ての学
生の間で総合的に形成されるインタラクシ
ョンは、往来の講師から一方的に知識を学
生に教授する授業におけるインタラクショ
ンより遥かに複雑である。その解明を行う
ことは遠隔教育研究にとって非常に重要な
ステップと考える。22年度は授業内容のサ
ンプリング録画をし、学習者のインタラク
ションを観察しデータ収集をすると同時に
アンケート調査及びインタビューを行い、
これらのデータを記録及び分析し、授業評
価方針を考案する。 



質と音質が制約されるが、手軽につながる 1

対 1のコミュニケーションを行え、また、複

数の対話を同時並行に実施することが可能

で、受講学生が充分な対話の機会を確保でき

る。テレビ会議システム、並びに、テレビ電

話を用いた接続授業を実施する際には、授業

の時間を日本語時間と中国語時間を設けて、

自身の母語、即ち相手の学習言語でコミュニ

ケートする時間と、自身の学習言語、即ち相

手のネイティブの言語でコミュニケートす

る時間を確保する。 

講義は実際に接続を行って対話を行う回

と、その準備、練習、活動結果のまとめを行

う回に分かれる。たとえば、レポートの相互

添削活動では、学習者が作成した自分の原稿

を相手に送って添削してもらう作業を相互

に行い、その結果を TUFS e-Learning シス

テム上に掲載して受講生全員に公開した。接

続授業による会話の実習を行うのに加えて、

その内容を踏まえて作成した文書に添削を

得ることにより学生は自身の表現の弱点を

知って改善することを可能とする。 

 

（２）授業評価について 
本授業を評価するにあたって、授業アンケ

ートを実施した。アンケートは、5 段階評価
方式で、主に設備の利用と言語能力改善につ
いて尋ねた。表 2に 5段階評価の評価点の平
均値と標準偏差を示す。 
 項目 1～3 はテレビ会議システムに関する
設問であり、項目 4～6 はテレビ電話に関す
る設問である。項目 1と 4は、音質に関する
質問であり、項目 2と 5はコミュニケーショ
ンツールとしての性能を尋ねるものである。
音質の面において、テレビ会議システムの方
がポイントが高く（項目１と項目 4）、学生に
とって、1 対 1 で話せるテレビ電話の方がコ
ミュニケーションツールとしての機能が高
いと評価している（項目 2 と項目 5）。また、
ターゲット言語での対話の内容が相手に通
じた度合いを見ると、テレビ電話の方が若干
高い。いずれのツールも、発表形式で利用す
るときと相手を調査するときに利用するも
のであるが、テレビ電話の方が、話しやすい
という評価となった。項目 7 から 12 は、本
授業による学習効果について尋ねたもので

ある。「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」の
四技能に対して、3.84 から 4.00 となり、語
学に必要とされる四技能において満遍なく
高い結果を得ていることがわかる。自分の語
学力の向上に役に立つかについては 4.30 と
なった。項目 13 から 16 では、継続的な語学
学習において重要な要素である、ターゲット
言語への興味や理解についての質問で、これ
らも非常に高い評価をしていることがわか
る。また、ターゲット言語にとどまらず、そ
の他の語学学習や学習意欲にも良い影響に
なることが項目 15 と 16 の結果からわかる。 

 

 
 
さらに、ターゲット言語を習得するうえで

一番役立った活動、一番大変だった活動と一
番面白い活動の上位 3 つを選ばせたところ、
結果は、図 1に示すようになった。ここで示
されるように、学生にとってテレビ会議シス
テムによる発表とレポート作成は、一番大変
な活動ではあるものの、一番勉強になった活
動でもある。これは、ターゲット言語を用い
てなんらかの成果を出すため、言語学習にと
って非常に難しい作業であると同時に、一番
勉強になる活動でもあることと考えられる。
一方、「お見合い」ゲームでは、ゲームの要
素が含まれているし、テレビ電話によるアン
ケート調査では、1 対 1 で話し合うため、心
理的な負担が小さく、学習者にとって、一番
面白い活動であると考えられる。 
 
 

 



 
 
 
（３）インタビュー結果と効果的な授業デザ
イン 

 有効的な遠隔授業を行うには、設備を整え

るのみならず、学習者の自主かつ自律的な学

習を促す教室活動及びシラバスデザインが

肝心であると考える。筆者らは中級レベル以

上の言語学習者を対象とした語学演習授業

として、コミュニカティブアプローチを採り

入れた語学協働遠隔授業をデザインし、学習

者の興味のある事象を自ら課題にし、教室活

動で言語を実践的なツールとして運用して

資料収集、まとめ、修正、発表に活用するな

どの研究過程を協力して完成させる。Moore

（1996：167）によれば、遠隔教育ではグル

ープ学習はある種の学習内容を伝達する際

に役に立つとされ、特に学生がプロジェクト

チームを組んで、他の学生たちに対して発表

を行う場合に有益である。一般的に、学習者

同士で議論することは、各自が学習内容を深

く考察し、他の学生と検証し合う方法として

非常に有効である。また、いままでのコミュ

ニカティブアプローチでデザインした語学

的教室活動では単一の教室内における非母

語話者学習者の作業が中心となっていた。イ

ンターネット技術の発展によって、コミュニ

カティブアプローチでデザインした語学的

教室活動は、ターゲット言語のネイティブ話

者と直接的に交流しながら、学習できる環境

になりつつある。 

（４）おわりに 
東京外国語大学と台湾淡江大学が実施し

ている共時国際語学協働講義について取り
上げた。本講義はコミュニカティブアプロー
チでデザインし、学生を主体としている語学
協働授業である。テレビ会議やテレビ電話を
使って、同年代のネイティブ話者の学生と討
論をおこなうことによって、実践的に語学四
技能を養成することができる。画面上である
とはいえ、ターゲット言語の生の環境を教室
内に導入し、ネイティブ話者の学生とコミュ
ニケーションをするという点で、コミュニカ
ティブアプローチにそった授業が展開でき
る。さらに与えられたグループ課題を制作し、
実際のコミュニケーション活動で収集した
資料をまとめて PPT発表をおこなう作業を通
して、語学力だけではなく、課題研究プロセ
スの基本構成力、仕事分担などの人間関係協
調力も向上する。このように、共時国際語学
協働講義はネットワークツールやシラバス
デザインを工夫することによって、今後更な
る発展が期待できる。 
(表と図はほかに添付する) 
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